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第一章　口に出せない気持ち










一、 オフィスの喧騒




「昨日の企画書はっ？」

「先日の打ち合わせの件ですが――――」

　喧騒が交錯する中堅会社のオフィス。そんな雑然とした空気に混じるように、電話の着信音が鳴り響く。

「はい、営業二課の宮下です。……あ、これはどうも……」

　向かいで電話に出る部下の宮下隆志を視界に入れつつ、綾乃はパソコンの打ち込みに勤しんでいた。

　アラフォーの自分が離婚をしてまで選んだ『課長』という肩書きは、こうした地道な仕事ぶりからきている。

　彼女はそう信じてやまなかった。

「ねえ、宮下くーん」

　綾乃は作業の手を止めて、先ほど電話に出た部下の隆志を呼んだ。

「電話中でーす」

　だが、綾乃の声に反応したのは隆志ではなく、隣の席の真理子だった。

　彼女は隆志をフォローするように返事をすると、綾乃に向かって笑顔を見せた。

「あ……そう」

　綾乃はすぐにモニターに目を戻したが、突然、隆志が立ち上がる気配を感じ、再び目を上げた。

「ほ、本当ですか!?　ありがとうございます!!」

　興奮した様子で電話を切った彼は、満面の笑みで綾乃を見た。

「綾乃さん――課長。鶴田商事さんの納品３万個、取りましたよ！」

　その言葉に、綾乃より先に、真理子や他の社員が反応し、手を叩いて喜び出す。

「隆志君、やったじゃん!!」

「これで発注数、一課を超えたぞー！」

　パラパラと鳴り響く拍手に隆志は照れ、頬を染めて頭を搔いた。

　少し可愛げのあるその態度を、綾乃はにこやかな気持ちで眺めていた。

　部下の成功は上司の喜びである。

　稼ぎの少なかった旦那より、今は部下の成長が愛おしい――。そんな心情だったのだ。

「本当にすごいね、隆志君」

「真理子さん…………ありがとうございますっ!!」

　目の前で隆志と真理子が目を合わせて喜び合う。その姿は、まるで恋人同士のようだ。

（たとえ、目をかけている部下に彼女がいても、私には関係ないわ。だってこれは仕事上の感情であって……）

　二人を見つめる綾乃の思考が、仕事とは別の方向に逸れていく。

「――――――」

　綾乃のぼんやりとした視線に気がついたのか、隆志が親指をグッと立てて、得意満面な表情を彼女に向けた。

「………………」

　逞しく男らしい笑顔に、一瞬胸が高鳴るのを感じた綾乃だったが、彼女はすぐに隆志から目を逸らすと、静かに息を吐いた。

（私が抱く気持ちは仕事上の感情であって、決して恋愛感情ではないわ。…………そう、今は…………）

　綾乃はそう思うと、再び仕事に没頭したのだった――。
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二．ただの部下との……キス




『かんぱーい!!』

　ビールジョッキがぶつかり、小気味の良い音が室内に響き渡る。

　営業成績が出た今日、慰労という名目で、会社が終わると飲み会を開いたのだ。

「課長、おめでとうございます～」

　飲む前から酔ったように上機嫌になった男性社員が、綾乃に賛辞の言葉を傾ける。

「今期の営業成績は、我ら二課が見事一課を抑えました。これで、次期営業部長は、ウチの課長でございます！」

　口の端に泡をつけて喜ぶ男性社員を見て、綾乃は呆れたように苦笑いを浮べた。

「気が早いわよ。それに、みんなが頑張ってくれたお陰だし……」

　綾乃はチラリと、大人しくビールを飲んでいる隆志に目を向けて言った。

「特に、隆志君がね…………」

　私の言葉に、社員が沸く。

「いよっ、宮下！　我らが二課のホープっ」

「や……やめてくださいよ」

「ふふふ…………」

　謙遜しようとする彼に、真理子が近づいた。

「隆志君、おめでとう！」

「わっ!?」

　真理子は彼の頬に、小さく音を立ててキスをした。隆志は彼女の突然のキスに戸惑い、激しく照れる。

「宮下ー。社内恋愛禁止だぞっ」

　冷やかす社員に向かって、隆志は慌てて手を横に振った。

「そんなんじゃないすよ」

「そんなんじゃないって、どういう事っ？」

「あ……ゴメン、ゴメン！」

「あははは！　アラサーの尻に敷かれる、我が二課のホープ！」

「は……ははは……」

　盛り上がる一同、照れる隆志。

　綾乃はそんな光景を、微笑ましく眺めていた。

「………………」

　だが、自分の目線が時折隆志を追っていることに気がつく。

（――っと、いけない……自重しなくちゃ……）

　綾乃は自分を諌めつつ、彼らのノリに合わせて空虚な笑いを浮べ続けていた。

　そうして、どれほど時が経ったのであろうか。気がつけばテーブルには大量のジョッキが空になって置かれ、気だるい雰囲気が室内に立ち込め始めた。

「だから、ウチの課長が部長に出世すれば、部下の我々の給料も上がるだろう？」

　ベロベロに酔っ払った様子の男性社員が、頭にネクタイを巻き、真理子に何かを熱弁している。

「アラサーで焦る気持ちはわかるけど、結婚はそれからでも遅くないっつーの」

「でもー」

「でも……じゃないっ。まぁ、聞け！　ウチのカミさんがだな――――」

　全く、何の話をしているのだか。

　綾乃は飲んだアルコールの量と反比例するように、冷めた面持ちで彼らの様子を眺めていた。

　だが…………。

「……あら…………？」

　戯言を弁じている酔っ払った社員達を尻目に、隆志がつまらなさそうに一人、手酌をしてビールを飲んでいるのが目に入った。

「………………」

　綾乃は近くにあったビール瓶を取り上げると、空になりかけの彼のジョッキにビールを注いだ。

「あ……課長、すみません」

　顔を上げた隆志は、ビールを注いでくる相手が課長だと気がつき、恐縮して頭を下げた。

「隆志君、お疲れ様」

　綾乃はそう言って苦笑いをすると、隣の席で結婚について議論を交わしている真理子と男性社員にチラリと目を向けた。

「あっちは盛り上がってるみたいね」

「そうですね…………」

「隆志君はどうなの？　結婚については……」

　綾乃の質問に、彼は口に含んでいたビールを盛大に拭き溢した。

「ゴ……フォッ!?」

「やだ、ちょっと噴出すようなことでも無いでしょ……」

　綾乃がおしぼりでこぼれたビールを拭き取っている間に落ち着きを取り戻した隆志は、ふるふるとこわばった表情で首を左右に振った。

「い、いや……まだ、なんも考えてないです。まだ僕、二十代だし……それに、今は仕事が面白いし……」

「そう…………」

「課長はどうなんですか？」

「何が？」

「結婚ですよ」

「フゴフッ！」

「ああ、ちょっと課長までっ!?」

　口に運んでいたビールを噴出す綾乃。さっきとは逆に、隆志がおしぼりでこぼれたビールを拭き取ってくれる。

「と、突然、何言うのよっ。知ってるでしょ、私がバツイチなの…………」

「……前の旦那さんとは、なんで別れたんですか？」

「…………言わなきゃダメ？」

「はい、聞きたいです」

　意外にも隆志の表情はいたって真面目で、綾乃はその真剣な眼差しに再び胸が高鳴るのを感じた。

（やだ……一回りも年下の、しかも部下の少年のような眼を見たくらいで……私ったら、なにドキドキしてるんだろ……）

　綾乃はそっと胸に手をあて、静かに答えた。

「性格と……あと、収入の違い……かな？」

「収入の違い？」

「ええ。やっぱり、女が仕事して旦那より稼いじゃうと、男の人って縮こまっちゃうみたいで……」

「なら、僕は大丈夫ですね。これからも、課長の下でどんどん仕事を覚えて、たくさん稼いで……きっと課長を幸せにしてみせますからっ！」

「え…………っ」

　隆志の言葉に呆然とする綾乃。だが、彼は得意げに胸をドンと叩いて、勇ましい自分を見せつけようとし――――。

「ゴフ、ゴフゴフッ！」

　強く胸を叩き過ぎて、隆志は激しく咽こんだのだ。

「やだ、ちょっと大丈夫っ!?　隆志君……っ」

　綾乃は慌てて隆志の背中をさすり、咳き込む彼をトイレへと連れて行ったのだった――。




　――ガチャリ。

　廊下で待つ綾乃の前で、トイレのドアが開く。

「大丈夫？」

　中から出てきた隆志はハンカチで口元を押さえつつ、無理やり笑みを作って頷いた。

「すみません。……課長は優しいですね」

「そ……そりゃあ、大切な部下だから……」

「そうか……課長から見たら、僕はただの部下ですもんね」

　隆志は悔しそうに唇を噛んでそう言った。

　そう、彼は綾乃にとって、ただの部下であったのだ……この時までは。

「綾乃さん……っ」

　ガっと、隆志の腕が乱暴に綾乃の肩を掴む。

　その次の瞬間、ついさっきまで悔しそうに噛まれていた唇が、綾乃の唇を奪ったのだ。

「――――!?」

　一瞬の温もりが綾乃の唇に移り、そして…………離れていく。

「あ………………」

　顔を離し、綾乃と隆志は目を合わせた。

「……………………」

「……………………」

　先に我に返ったのは隆志だった。

「す、すみませんっ!!　つ……つい……」

　彼は慌てて深々と頭を下げると、「失礼します」とだけ言い残し、脱兎の如く立ち去っていった。

「……………………」

　一人残された綾乃はそっと唇に指を添え、残った温もりを求めるかのように、何度も、唇をなぞっていたのだった…………。
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三、揺れ動く気持ち




「ちょっと、あれどこやったっけ？」

「島田さ～ん、電話ー」

　いつものようにオフィスには喧騒が溢れている。

　綾乃はその中にいて、一人、ぼーっとモニターを眺めていた。

　だが指先に触れているのはキーボードではなく、唇。

（隆志君のキス…………すごく熱かった……）

　あの時の胸の高ぶりが、いまだに離れていかない……。

「……長……課長！」

「わっ!?　な、なにっ？」

　綾乃の前に書類を差し出した男性社員が、呆れたようにため息をつく。

「決済のハンコ。早く下さい」

「あ……ああ……そうね」

　綾乃は彼に促され、慌てて書類に印鑑を押すが――。

「課長ー。そこ違いますよ」

「あ……やだ……」

　綾乃は全く見当違いのところに印を押してしまい、さらに慌てて印鑑を押し直した。

「……どうしたんすか？　課長、今日変ですよ？」

　彼女の様子に違和感を覚えた男性社員が、眉をしかめて言った。

「ごめん、昨日飲み過ぎたみたい」

「大丈夫っすか？　他にも確認して欲しい書類あるんすけど……」

「後でやっておくから、そこに置いといて……」

「はーい」

　社員は首を傾げながら立ち去っていく。

「はぁ…………」

　綾乃はため息をついて、彼が置いていった書類に手を伸ばした。

「ふふふ…………」

　幸せそうな笑い声が耳に入り、綾乃はふと顔を上げた。

　視線の先には真理子と楽しく仕事をしている隆志の姿が……。

　隆志を見つめる真理子の笑顔は、幸せそのものだった。

（……離婚した時に、もう男の人は信じないと決めたの……）

　綾乃は胸の奥から湧き上がる感情を抑えて、パンパンと顔を叩き気合を入れた。

（そう、昨日のキスだって――きっと、ふとした気まぐれなのよ）

　今やるべきことは仕事。綾乃はそう思い直して、再びモニターに向かい合ったのだった…………。










四、真理子との関係




「ねぇ…………」

　真理子は甘えるように彼の肩に手を回すと、ベッドの縁に座った。

　ベッドが傾ぎ、端に座っていた隆志は自然と真理子の胸に寄りかかった。

　嬉しそうに隆志の頬に口づけをする真理子。それに答えるかのように、隆志も彼女の唇にキスをする。

　甘く、濃厚な口付けの合間に、隆志が小さなため息をつく。

「はぁん……隆志ったらぁ……」

　隆志のため息に気がつかない真理子は、甘ったるい声を上げつつ、ベッドへと転がり込む。

　何度も何度も、キスが交わされる。

　真理子の上にかぶさるように倒れた隆志は、彼女の頭に手を回し、舌先でその口内を犯していく。一方で真理子は隆志の首に腕を回し、息を弾ませてその口内に広がる感触を楽しんでいる。

「はぁ……やん……くすぐったい……」

　隆志の唇は、頬から首筋へ、首筋から肩へと流れて行き、やがて……、真っ白なメロンのような胸のふくらみをなぞっていく。

「ふぅ……んん……」

　隆志に下着を剥がされた真理子は、白い肌を桜色に染めて、彼の胸に唇を這わしていく。

「ん…………」

　隆志の口から漏れた小さな吐息に、真理子は下半身が疼くような快感を覚える。

「ここ……気持ちいいの？」

　そう言っては、何度も隆志の厚い胸を吸っていく。

「ねぇ……触って……」

　真理子は隆志の手を持つと、自らの胸元へと引き寄せた。

　隆志は柔らかく、めり込むようなその乳房をもみしだくと、その頂点に立つ赤い乳首をおもむろに口に含んだ。

　唾液を絡めては、その舌先で乳首を転がしていく。

「ふ……あぁ……んっ」

　甘く強い刺激に肩を震わせた真理子は、全身の力を抜いていく。

　隆志は飴玉のように赤くなった乳首から唇を離すと、力の抜けた真理子の下肢を手で持ち、今度はその白い内股に舌先を這わせていった。

「そう……そこ…………っ！」

　まるで犬のようにかしずく隆志は、高ぶっていく真理子の感情に合わせ、舌先を濡れたくぼみへと近づけていく。

「あ……ねぇ…………もう私…………っ」

　気持ちの高ぶりを押さえきれなくなってきた真理子は、せかすように隆志の手を取り、自分の白いショーツの上に乗せた。

「ん…………」

　吐息と共に小さく頷いた隆志は、彼女のショーツを脱がしていく。

　粘膜が外気に触れる感触に、真理子はびくりと身体を震わせる。

「は……ぁ…………っ」

　隆志は既に湿ってヌラヌラと光を反射する真理子の柔襞に指を差し入れていく。彼の指先からは、うねるような彼女の中の動きが伝わってくる。

「あぁ……ッ!!」

　指を一本……二本……と増やしていくたびに、彼女の喘ぎ声は大きくなり、指を深く出し入れするたびに、下腹部が怪しくうごめいていく。

　ハァハァと荒い呼吸を繰返す真理子の陰部に顔を埋め、隆志は彼女を絶頂へと追いやろうとした。

　だが…………。

「あん…………っ、だめぇ……っ」

　真理子は隆志の肩を掴んで彼を止めると、首を振り、今度は自分の番だ……と言わんばかりに隆志の身体を押しやった。

「あ…………」

　上体を起こした隆志の、いきり立ったものを真理子が口に含む。

　荒い呼吸を続けたまま、自分のモノを深く咥えこまれる感触に、隆志の肌が粟立っていく。

「ふ…………ん…………」

　愛おしいものを舐めるかのように、舌を絡め、唇を滑らせていく真理子。

　隆志のペニスが破裂寸前のように赤く怒張していくのを感じ、彼女は満足げに唇を離した。

「ね……お願い……」

　甘ったるい声でせがむ真理子の柔襞に、隆志は固く怒張した肉を差し込んでいった。

「は……ああぁぁんっ」

　既にほぐれて、彼を待ち望んでいた蜜穴はやすやすと彼を向かえ入れ、ズブズブと音を立てて欲望の最終点までその切っ先が到達した。

「あ……！　んんっ、い……いいの…………っ」

　真理子はのしかかった隆志の腰に足を巻きつかせ、なおも深く彼を飲み込もうとしていく。

　隆志は彼女の快感に答えるべく、波のように腰動かし、襞を擦り上げていく。

「は……あぁ！」

　彼が腰を前後するたびに、クチャクチャと湿った音が響き、部屋の中の荒い呼吸と、甘い嗚咽が混ざり合っていく。

「………………ん…………」

「ん……た……隆志？」

　突然動きを止めた隆志は、彼女の蜜孔からペニスを抜くと、やおら真理子をうつ伏せにし、その腰を高く持ち上げた。

「ひ……やぁ……ああっ!?」

　後ろからペニスを突きつけられた真理子は、その下腹部に火のような熱を感じ、獣のような嗚咽を上げる。

　まるで犬のように繋がった彼らは、隆志が果て、真理子が気をやるその時まで、永遠互いの肌をぶつけ合っていたのだった――。




「ふぅ…………」

　ベッドの片隅に座り、タバコを吹かしていた隆志は、白い煙と共にため息をついた。

「ねぇ……何考えてたの？」

　ベッドに横たわったままの真理子が、隆志の背中に向かって言った。

「何が？」

「なんか……上の空だったよ」

　真理子の指摘に、隆志の胸がドキリとする。

「そ、そんなことないよ……」

「…………そう？　ちょっと気になっただけだからいいんだけどさ……。でも、明後日、私の両親と会う約束だけは忘れないでよ？」

　隆志は真理子の言葉に反応することも無く、自分の唇を指でなぞっている。

「…………ねえ隆志、聞いてる？」

「あ……ああ、聞いてるよ……」

「もう…………」

　真理子の声にはっとして返事をした隆志だったが、やはり彼はぼんやりと……心ここに在らずといった風に、宙を眺めていたのだった。











五、隆志の気持ち




「仕事終わったらさ――」

「あーもう６時？　だめだ、今日は残業だな……」

　相変わらずオフィスには喧騒が満ち溢れている。

　その喧騒の中で、隆志は一人、静かにペンを走らせていた。その隆志に近づく影が一つ。

「明日だからね」

　真理子の声を耳元で聞き、隆志はびくりと身体を起こした。

「え……な、何が？」

「もー、両親に会う約束でしょ」

「あ…………」

　隆志は何かを思い出したように唇を押さえ、うつむいた。

「隆志？」

　――ガタンッ!!

　怪訝そうに顔を覗き込む真理子の前で、隆志は書類を片手に勢い良く立ち上がった。

「今、仕事中だから…………」

「あ……ちょっと……？」

　隆志は呆れ顔の真理子を残し、綾乃の机に向かった。

　だが、彼女の席には誰もいない。

「あれ、課長は……？　さっきまでいたような気がしたのに……」

　キョロキョロと綾乃を探して周囲を見回す隆志に、同僚が声をかける。

「なんか課長、調子悪いらしくて、定時きっかりに帰ってったよ」

「マジすか？　課長らしくないな……」

　彼はそう言いながらも、心配そうに綾乃の机を眺めていた。

　――と、彼女の机の上に、携帯電話がポツン……と置かれているのが目に入る。

　それに手を伸ばす隆志。

「課長……携帯忘れて帰ったんだ……」











六、悪酔いと告白




　ピンポーン。

　チャイムの音が鳴り響き、綾乃は重い腰を上げて玄関の扉を開けた。

（せっかく定時に上がって帰ってきたっていうのに、なんなのよもう……）

　綾乃は内心の文句を表情に出しながら、ドアの前の人物を見上げ、動きを止めた。

「――――隆志君!?」

　玄関の前には笑顔の隆志が立っていたのだ。

　驚く綾乃に、彼は手に持っていた携帯を差し出すと、にこやかに口を開いた。

「忘れてましたよ、携帯」




　突然の来訪にもかかわらず、隆志は落ちついた態度でコーヒーを用意した。

「すみません、勝手にキッチンお借りしてしまって」

　リビングルームに薫り高いコーヒーの匂いが充満するが、綾乃は不機嫌な面持ちのまま、テーブルの上のワインを手にした。

「私はこれでいい」

「……飲んでるんですか？」

「悪い？」

「いえ、課長が酔っ払うなんて、珍しいな……って思って……。会社でなにかあったんですか？」

「何もないわよ、仕事もすこぶる順調。そんなことくらい、知ってるでしょ？」

　綾乃はそう言うと、グラスに入っていたワインを一気に飲み干し、手酌で次を注いだ。

「私の人生、仕事だけ…………悪いかしら？」

「いいえ、ステキだと思いますよ」

「……どこがよ、嘘言わないでちょうだい」

　綾乃は再びワインを飲み干すと、ボトルに手を伸ばした。

「やめてください」

　ボトルに伸ばした綾乃の手が、隆志に掴まれる。

「課長に身体を壊されたら僕…………」

「僕……何よ。私がダウンしたら仕事で困るだけじゃない。離してよ、どうせ、私達は、仕事だけの関係で――――っ!?」

　綾乃の言葉はそこで止まった。

　隆志が突然、彼女を胸に抱いたのだ。

　激しい鼓動が隆志の胸から綾乃へと伝わってくる。

「ずっと……ずっと…………初めて会った時から……好きでした」

「隆志君…………」

「……課長に早く追いつきたいから、一人前の男に見られたいから……だから、今まで頑張って仕事をしてきたんです」

　彼の言葉に、綾乃の胸がギュッと苦しくなる。

　離婚したとき、綾乃はもう二度と男性は信用しないと思った。

　いや……信じないと誓ったのだ。

　でも……。

　自分を見つめ、唇を寄せてくる彼を綾乃は拒むことは出来なかった。

「ん…………」

　熱い口付けに、痺れるような快感が脳を突き抜ける。

　交わせば交わすほどに熱を帯びていく彼の口付けに、綾乃の息が軽く弾んでいく。

「あ……は……ぁ……っ」

　熱を帯びたキスはやがて、愛撫へと変わり、二人はベッドルームへと移動していった。

　恥らいつつもベッドに腰掛けた綾乃の服に、隆志はその大きな手をかける。

「あ……やだ……恥ずかしい……」

　熟れた自分の身体を見られるのに抵抗を感じ、思わず胸元を隠した綾乃に、隆志は優しく微笑みかけた。

「恥ずかしがらないで下さい。キレイですよ……」

　そうして彼は自分の上着を脱ぐと、綾乃の服を脱がしていく。

　下着姿になった綾乃は、緊張と不安で身を硬くする。

　その緊張を解きほぐすかのように、隆志は彼女のうなじにキスをすると、優しく胸の膨らみを揉みしだいていく。

　ジンジンとした快感が、柔らかい乳房から身体中に広がっていく。

「は……あん……」

　隆志は綾乃の耳朶を甘く噛み、自身の吐息を吹きかける。

　胸と耳から伝わる刺激が、彼女の芯を熱くしていく。

「もっと声を聞かせてください……」

　彼は綾乃の下着の中に手を入れると、ギュッと乳房を握った。

「ん……っ！」

　歯がゆいほどに甘く痛い愛撫に、彼女は目を閉じて声を漏らす。

　そんな綾乃をもどかしげに見ていた隆志は、彼女のブラジャーのホックを外すと、そのままハラリ……と乳房をむき出しにした。

「ふぁ……っ」

　むき出しになった緩い肉の房に、隆志は子供のようにむしゃぶりつき、音を立てて赤い突起を吸った。吸われるたびに、隆志の熱い舌先が彼女の胸の突起を転がし、目の回るような快感が襲う。

「も……だめ……ぇ……」

　身体を震わせベッドに横たわった綾乃を見て、彼は白いシャツを脱いだ。

　まぶしいほどに逞しい隆志の肉体が、綾乃を見下ろしている。

「綾乃さん…………」

　隆志は真面目な顔で綾乃の名を呟くと、優しく包み込むように彼女を抱いた。

　下肢をすべる彼の優しい手つき、耳元で聞こえる口付けの音、胸に伝わる彼の心音。その全てが綾乃を悦楽の彼方へと導いていく。

「あ……はぁ……んんっ」

　自分のイケナイ部分が熱くなり、ジットリと湿り気を帯びてくるのが判る。彼はそれを知ってか、綾乃のショーツに手をかけると、一思いにそれを毟っていった。

「見ないで…………」

　そう言って隠そうとした綾乃の手を握り、隆志は彼女の茂みの中に顔を鎮めた。

　クチャリ……と愛液の音がしたと思った次の瞬間、彼は綾乃の淫らな突起を口先に咥えたのだ。

「ひ……あぁっ!!」

　電気のような刺激が背中を通り、彼女は身体をこわばらせていく。

「だめ……あ……やぁっ！　おかしくなっちゃう……っ」

　隆志の与えてくる刺激は、かつて味わったことがないほど官能的で、強烈なものだった。蜜襞を器用に舌先で避けて、充血した、最も敏感な部分だけを吸う。

　綾乃はその刺激により、意図せず下肢がビクビクと震えるのを止めることが出来なかったのだ。

　思わず隆志の頭を押さえて抵抗を見せる綾乃を、彼は愛おしげに抱きしめた。

　彼の呼吸は興奮したように荒くなっている……。

「おかしくなってください……」

　隆志のいやらしい呟きは綾乃の耳を犯し、彼の巧みな指先は彼女の蜜襞の中を弄んでいく。

　クチュクチュと音を立て、彼の指先は綾乃の中を攪拌する。蜜孔に入った指は周囲を確認しながら奥へと進んで行き、彼女が大きく身体を突っ張らせた瞬間、そこを執拗に弄びだしたのだ。

「あ……あや……待って……！　だめぇ……んあぁっ！」

「ここ……弱いんですね……」

　自らの愛液で溺れるほどに濡れた指が、綾乃の中を穿り出すように刺激していく。何度も弱い箇所を擦られていくうちに、綾乃の下肢の感覚がなくなり、全身が一つの肉になったような気分にすらなっていく。

「はぁ……ん……んんっ！　も……だめっ!!」

　クチュクチュという湿った音だったものが、ピチャピチャという、こぼれるような音に変わる。

　彼女の下肢から、胃がすくむような快感が伝わり、やがて彼女は身をこわばらせて声を上げた。

「はぁ……ん！　いや……だめっ……っ。イッちゃ…………んんっ～っ!!」

　絶頂に達した彼女の口から甘い叫びが漏れ、痙攣する脚の間から一際熱い愛液が零れ落ちる。

「ふ……あぁ…………」

　ビクンビクンと身体をうねらせ、息を切らせる綾乃。

　久々に、あまりに強い刺激を受けたせいで頭がぼーっとし、思考が元に戻らない。そんな綾乃の上に、隆志が屈みこんでくる。

「あ……まだ……だめっ。私イッたばかりで――――っ!!」

　綾乃の制止も聞かず、隆志は興奮した面持ちで腰を落とし込んでいった。

　まだ痙攣も治まっていなかった彼女の肉襞は、打ち震えながら彼のペニスを飲み込んでいく。

「く…………っ」

　隆志が悦楽の吐息を漏らす。

「はぁ……ああっん！」

　しっかりと根元まで埋め込まれたペニスの先が、綾乃の子宮口を押しつぶす。

　熱い塊のようなモノを何度もそこから穿たれている感触に、綾乃は息ができないほどの快感を覚えた。

「だ…め……っ。隆志……君……ッ！」

「ごめん……止められない……っ」

　隆志は早くなっていく呼吸に合わせて、グラインドの速度を速めていく。

（こ……このままじゃ…………）

　綾乃は早くも遠のきそうな意識を戻すべく、必死に彼の胸を押した。

「お願い……だめ……まって……っ！」

「綾乃……さんっ……」

　隆志をどうにか押し止めた綾乃は、震える身体を無理やり起こし、彼の上にまたがった。所謂、騎乗位というものだ。

（これなら、私のペースに…………）

　そう思っていた綾乃だったが、その考えが甘かったことにすぐ気がついた。

「は……あぁっ!?」

　綾乃を下肢の上に乗せた隆志は、揺れる乳房をもみしだきながら、激しく彼女の蜜口に腰を打ちつけてきたのだ。

　彼が腰を上げるたびに、綾乃の脳天まで痺れが走る。

　ガンガンと突かれる下腹部と、もみしだかれる乳房から、淫靡な快感が彼女の身体中に走り抜けていく。

「し……死んじゃ…………うっ！」

　擦れて突かれる刺激に綾乃がダウンした瞬間、再び隆志は彼女をベッドの上に組み敷いた。

　綾乃は隆志の強い口づけを受けながら、何度も彼の異物を受け入れていく。

　抜いては差し込まれるその感覚が短くなり、こすり付けられる隆志のペニスが綾乃の肉襞を押し広げていくのがわかる。

「ん……綾乃さん……僕……もう……」

「あ……や……だめぇ……っ!!」

　綾乃の秘宮から、電撃のような波が全身に走る。

　彼女は背中を弓なりにそらせると、隆志の腕を掴んで絶頂に達した。

　綾乃の痙攣に合わせるように、隆志は小さく呻き、精の飛沫を彼女の下腹部に飛ばした。

「は……あぁ…………」

「はぁ……はぁ……」

　酷く熱い下肢に悶えながら、綾乃は彼と交わす一時のキスに酔いしれていったのだった――――。







「この書類で大丈夫ですかー？」

「ちょっと取引先待たせてるから、後で」

　喧騒渦巻くオフィスの中。

「ふふふ……やだぁ」

「いや、こっちの方が絶対似合いますって……」

　隆志と真理子は、仲むつまじく仕事をしている。

「……隆志君ー」

　綾乃はそんな二人を割るかのように声をかけ、隆志を呼び寄せた。

　どうしたのだろうかと、小さく首を傾げながら綾乃の席の前に立つ隆志。

　彼女はそんな彼に、書類をつき返しながら、少しだけきつい声で言った。

「この企画書はなに？　いつもみたいな冴えが感じられないよ。やり直し!!」

「あ……すみません……」

　しょんぼりと肩を落として書類を受け取る隆志。綾乃は頼りなげな彼のお尻を書類で軽く叩いた。

「なにしょんぼりしてるの！　来月結婚するんでしょ。しっかりして、頑張らないと、私みたいに離婚されちゃうわよ!!」

「ええっ～……すみません……」

　周囲からクスクスと含み笑いがこぼれる。

　その笑いの渦の中を、隆志は照れたように頭を搔きながら席に戻っていった。

　優しい笑みを浮べる真理子に迎えられる隆志。

　綾乃はその二人の様子を見て、つられるように微笑んだ。

　今は部下の成長が愛おしい。

　それは決し恋愛感情なんかでは無い。

　そう思い込もうとした綾乃は、首を傾げると口元に艶のある笑みを浮べて呟いた。

「たぶん……ね」
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第二章　ファインダーの向こう側












一、 出会いのきっかけ




　カシャン……ピー……。カシャン……ピー……。

　ストロボの熱気で蒸すように厚くなったスタジオに、シャッターの音と、モデルの息遣い、そして、カメラマンである私の声が入り混じる。

「そうそう……。もっと目線をこっちに……。うん、いい感じ」

　夢中でシャッターを押していた私の胸元に、汗が筋を残して入り込む。

　その滑るような感覚に、昔の記憶が脳裏に甦る。

　そう、私が結婚していた頃の記憶が……。

「ふぅ、少し休憩入ろうか」

　私は集中力が途切れてしまったことに気がつき、自ら休憩を申し出た。

　そばにいたアシスタントの男の子が、私にタオルと水の入ったペットボトルを差し出してくれる。

「美香さん、お疲れ様っす。画像の確認しますか？」

「ええ、そうね」

　私は若いアシスタントからタオルとペットボトルを受け取ると、すぐに身体を引いて彼から離れた。

　そう、これが私の……カメラマン美香の生き方。

　バツイチである私は、もう結婚も、男も、コリゴリだったのだ。

「美香さん、このアングル、いい感じじゃないっすか？」

「ん…そうね……」

「美香さんの写真は、いつもモデルさんの一番いい角度を捕らえますよねぇ。さすが売れっ子カメラマン」

「そう…ありがとう。……さ、休憩はもう終わり。撮影再開よ」

　褒めたつもりだったアシスタントの男の子は、私の突き放したような態度に少し鼻白んだが、私がカメラの前に立つと、慌てて自分の持ち場へと戻っていった。

「……男なんて興味ない……」

　そう小さく呟くと、私はジャケットを脱ぎ捨て、再びファインダーをのぞいた。

　汗まみれのＴシャツ姿の私。

　きっと他の人から見たら、色気も、女としての魅力も、何もかも捨てきっているように見えるだろう。

「じゃあ、これでラストにするからねー。いくよ！」

　でも、私はそれでよかった。

「はーい。よろしくお願いします」

　ファインダー越しのモデルが、私よりもはるかに女らしく、柔らかな微笑を浮べてポーズをとる。

　私はその一瞬を、汗を滴らせながら写真に残していく。

　これが、私の仕事。

「そう、そこで動き止めて……そう！　その感じで……」

　ファインダーを覗く目が男性よりも鋭いと指摘された事もあるけれど、別にどうでもよかった。

　だって……。

　私にとって、仕事だけが恋人なのだから。




「美香さん、お疲れ様でしたー」

　撮影が終わり、モデルがヒラヒラと手を振りながら帰っていく。

「ああ、お疲れー」

　私は汗を拭きながら、男性スタッフに混じり機材を片していた。

「美香さん、それ重たいっすから、俺持ちますよ？」

「これくらい一人で大丈夫。あなたは自分の機材を早くしまっちゃって」

「…は…はい……」

　苦笑を浮べて私の元を去るアシスタント。

　男手も借りずに、私が淡々と機材を片付けていると、机の上に乗せていた携帯が着信を知らせるバイブ音を発した。

「あ……はい……美香です――」

　着信に気がついた私が電話を出ると、なじみのクライアントである、雑誌編集長の元気な声が耳に響いてきた。

『あ、美香さん。あのさぁ、急で悪いんだけど明日空いてる？』

「明日ですか？　空いていますけど……」

『良かったー。仕事のお願いしたくてさぁ』

　私は仕事という言葉を聞き、メモを手繰り寄せた。

『実はさ、ウチで新しく男性ファッション誌を発行することになったんだけど、その表紙写真を頼みたいんだよね』

「わかりました。イメージとかはありますか？」

『あるある！　ワイルドで、セクシーな感じで……って、この辺のイメージなら、美香さん得意でしょ？』

「大丈夫ですが……」

『それでさ、美香さんならできると思って頼みたいんだけど、今回……セミヌードで頼みたいんだよね』

「セミヌード!?」

『って言ってもさ、上半身の裸くらいだから……頼めないかな？』

「全然いけますよ。仕事ですし、気にしません」

『良かった！　さすが美香さん。じゃあ報酬なんかの詳しいことは――』

　電話の向こう口で話す編集長の細かい話をメモに取りつつ、私は小さくため息をついた。

（どうせ、いつも通り、ありきたりなモデルなんでしょう……）

　私はどこかささくれ立った気持ちを胸の片隅に感じながら、明日の仕事の準備に入ることにした。

　それが、出会いのきっかけになるとは知らずに……。













二、達也との初仕事




「準備はこれでいいかな」

　私はカメラを備えたスタジオを見回して、一息ついた。

　雑誌の表紙撮影の依頼を受けた翌日、私はいつもと同じようにスタジオでモデルの到着を待っていた。

「セミヌード……ねぇ……」

　ぼんやりと頭の中で構成を練っていた私に、アシスタントが声をかける。

「モデルさん入りましたー」

　その言葉にはっと現実に返った私は、スタジオに入ってきた男性モデルを目にして、思わず息を飲んだ。

「カメラマンの美香さんですか？　今日モデルをします、達也といいます。よろしくお願いします」

　爽やかな笑顔で挨拶をする男性モデル。

　達也と名乗った彼は深々と頭を下げると、若く優しげな顔に蕩けるような笑みを浮べ、私を見つめてきた。

「あ……えっと……み……美香です……」

　思わず見とれてしまい、小声で挨拶を返した私に、アシスタントがニヤニヤと耳打ちしてくる。

「イイ男っすよねー。今、若手ナンバーワンのモデルらしいっすよ、彼…」

「へぇ…………」

「……美香さん、聞いてますか？」

「えっ、あ……なに？」

「美香さん、しっかりしてくださいよー」

　呆れたように苦笑して離れていくスタッフ達。

　私は自分を取り繕うように作り笑いをすると、まだ初々しい笑みを浮べて立っている達也君に指示を出した。

「じ、じゃあ、早速撮影に入りましょう。達也君は……あっちに立っててね」

「はい、お願いします!!」

　礼儀正しく一礼した達也君は指示された場所に立ち、ライトの明かりでまぶしそうに目を細めた。

「……………………」

　私はその姿に思わず見とれてしまったが、すぐに我に返るとカメラを構えて呼吸を整えた。

（私は仕事をしに来たのよ、ぼーっとしちゃダメっ）

　撮影開始と同時に、私はアグレッシブに動いた。

「イイ感じだよ。そう、シャツのボタン外して……そう！」

　調子を取り戻した私は、うっすらと肌に汗を浮べてシャッターを押し続けた。

「少しだけ肩出してー……」

　彼はすばらしいモデルだった。

　彫像のような均整のとれた肉体に、白く美しい肌。何より、私が希望するとおりの表情を、指示されることなく浮べることが出来るのだ。

　私はカメラマンとしての血がたぎり、いつものようにジャケットを脱いでカメラに向かった。

「いいよ！　そのままシャツ、脱いじゃおう！」

　しばらくの間、ストロボとシャッターの音だけしか聞こえなくなる。

　カシャン……ピー……。カシャン……ピー……。

　火照るような暑さを覚え、私は一度カメラを下ろした。

「はい、一旦ストップ！　霧吹きを持って来てくれない？」

　私はアシスタントに指示を出すと、汗を拭きながらモデルに近づいた。

「ねえ、達也君さぁ……」

「はい？」

「キミ全然汗かいてないけど、暑くないの？」

　私の素朴な質問に達也君は小首を傾げ、腕を上げた。

「そういえばかかないですね。運動してるからかなー」

　彼はケロリとした表情で言うと、突然私の手を掴み、自分の胸にその手を押し当てた。

　私の火照った手の平から、冷たい陶器のような肌の感触と、暖かい心臓の鼓動が同時に伝わってくる。

「あ……」

　私は目を逸らし、腕を引こうとしたが、彼はしっかりと私の手を掴み、離してくれそうもない。

　さらに達也君は、自分の胸元に私の手を滑らせていく。

「心臓はこんなにドキドキいってるんですけどね。オレ、冷血動物なのかなー」

「そ…そんなことは………」

「ねぇ、体温ありますよね、オレ？」

　彼は人懐っこい笑みを浮べて私を見つめる。

「美香さんは汗だくですね。Ｔシャツ、透けちゃってるし……」

　私は彼の言葉にはっとして、自分の胸元に目を向けた。

　自分の肌から滴る汗で、胸元にしっかりと下着のラインが出てしまっている。

「あ……やだっ！」

　私はとっさに彼の手を振り払い、胸元を腕で隠した。

　顔を赤くする私を、達也君は悪気のない笑みを浮べて見ている。

「あはは、美香さんかわいい。カメラ構えてる時と、全然違いますねー」

「――――っ」

　からかわれているわけでもないようだ。

　怒る事もできず、ただただ顔を赤くしてたじろいでいる私に、アシスタントが声をかけてきた。

「美香さーん、霧吹き持ってきましたよー」

「あ、うん……お願い」

「お願いって……、俺が霧吹きかけちゃっていいんすか？　いつもなら、画が変わるって言って、人にやらせないじゃないっすか」

「キミなら、大丈夫でしょ。長いこと私のアシスタントしているんだから……。汗いっぱいで、ワイルドって感じに仕上げちゃって」

「はい……」

　不審そうな目を向けるアシスタントに背を向けて、私はカメラのチェックをした。

　背後ではアシスタントが達也君に霧吹きを吹きかけている音がする。

「あはは……冷たいっ！」

　楽しそうな達也君の声に、思わず私は肩越しに彼を覗き見てしまう。

　肌に水を滴らせた彼は、少年のように笑い、私の方へと視線を送っていた。

　私の目線に気がつき、小さくウインクする達也君。

「――――――っ!!」

　一瞬で顔が紅潮するのがわかり、私は慌てて再びカメラへと目を落とした。

　胸からはすくむような高鳴りを感じ、私は自分が少女のような恋の感情に揺さぶられていたことに気がつく。

（達也君の心臓も………ドキドキしてた……って、バカみたい！　いい年した女が、あんな年下の男の人にっ！）

　私は軽く頭を振って気持ちを切り替えると、再びファインダーを覗いたのだった。




　カシャン……ピー……。

　三脚に固定したカメラから、最後のシャッター音が響く。

「はい、これで終了！　お疲れ様ー」

「お疲れーっす」

　パラパラとした軽い拍手と共に、スタッフ達のねぎらいの言葉が飛び交う。

　だが、それもすぐに納まり、スタジオは機材を片付ける音で包まれる。

　長かった撮影も順調に終わり、私はデータをアシスタントに渡すと、スタジオの端へと移動した。

「ふー……疲れた」

　ついたての陰になるような場所を選び、私はそこで背伸びをした。

　撮影中はずっと気を張っているので、終わったときの疲労感が半端ではないのだ。特に今日の撮影は、始終ドキドキしっぱなしで……。

「……あれ？　ねえ、私のタオル知らない？」

　私はびっしょりとかいてしまった汗を拭おうとして、愛用のタオルを探した。

「おかしいな……ここに――」

「はい、どうぞ」

「え………」

　目の前に差し出されたタオルに驚き、私は動きを止めて、その持ち主を見上げた。

「達也君………」

　タオルを差し出してくれたのは達也君だったのだ。

　撮影後で疲れているはずなのに、彼は朝と変わらぬ爽やかな笑顔のままだ。

「あ……ありがとう……」

　私はドギマギしながらタオルを受け取ろうと手を伸ばしたが、達也君はタオルをスッと引くと、私の首にそれをあてがったのだ。

　ふわりとした感触が、私の首筋を包み込む……。

「た……達也君!?」

「拭きますよ」

「あ、ありがとう……」

　どういうつもりなのだろうか。

　彼の笑顔からは全く意図が読み込めなかったけれども、私はからかわれているだけかもしれない……そう思って、苦笑を浮べて時を過ごそうとした。

　――だが……。

　彼の持つタオルは、首元だけではなく、肩に。腕に。胸元に。優しく、でも遠慮なく、私の体中を拭いていく。

　その度に私はビクリと身体を震わせ、その感覚に息を止めていた。

「ねぇ、美香さん。撮影中って、いつもあんな感じなんですか？　ファインダーを覗いている時の目、すごく真剣で…………」

「あ……ゴメンね、恐かったでしょ？　よく言われるんだけど夢中になると……」

　私は苦笑いをして言った。

　だが、彼は真剣な眼差しで首を横に振った。

「ううん、ものすごく……かっこよかったよ」

　私はその言葉にドキリとし、思わず顔を上げて彼を見た。

　私の目線と彼の目線が交錯する――――その直後。

　彼の唇が降りてきて、私の唇にしっとりとした感触を残す。

　それは、あまりに突然なキスだった。

「や…………っ!?」

　私はとっさに達也君の胸を突き飛ばし、手首のスナップを利かせて彼の頬を叩いてしまった。

　パンッ……という乾いた音と共に、彼の白い肌に赤い痕がうっすらと浮き上がる。

「ゴメン、つい……」

　頬を押さえた彼は、意外にも真面目な顔で私に謝罪の言葉を向けた。

「……………………」

　胸を押さえ、彼を睨んでいた私だったが、スタジオの方から呼びかけるアシスタントの声を聞き、振り返ることなくその場を去った。

「美香さーん、どこにいるんすかー？　データ準備出来ましたよー」

「ごめん、すぐ確認するから……」

　私は、自分が背を向けた一瞬、彼がばつが悪そうに頭を搔いてたのがわかった。

　それは、子供が叱られたときのような、微笑ましい姿にも思えなくもない。

（だからって……あんなこと、突然……）

　私は突然のキスを思い出し、そっと自分の胸に手を当てた。

　私の心臓は……ドキドキと強く、脈打っていたのだった……。
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三、彼を思い出すとき




　すりガラスが湯気でさらに白く曇っていく。

　家に帰ってきた私は、玄関に荷物を放り出し、着ていた服もそこら辺にほっぽりだして、バスルームに直行したのだ。

「はぁ…………」

　ため息をシャワーの音がかき消していく。

「何よ……アイツ……」

　私は水の流れる自分の身体を見下ろして、呟いた。

　離婚してから数年……。男性に触れられることのなかった肉体は、愛欲を求めるかのようにいまだ衰えを見せていない……と思っている。

　確かに、彼と比べたら私はもう、単なる年上の女かもしれないけれども、でも、それは彼がモデルと言う特殊な人種だから……。

　でも……。

「どうして、あんなことを……」

　私は壁に手をつき、目を閉じた。

　脳裏に思い出されるのは彼のこと……。

「あたたかい肌……」

 そう、彼の胸はひんやりとしていたけれど……でも、温かく優しい鼓動を私に伝えてきた。

「アイツの優しそうな手……」

　彼の持っていたタオルが、優しく気遣うように私の汗を拭ってくれた。

「そして……やわらかい唇」

　突然のキスに驚いた私だったけど……でも、嫌じゃなかった。

　それどころか……。

　私は自分の唇に指をあて、あの時の感触を思い出した。

（柔らかくて……すごく……官能的だった…………）

　唇に触れていた指がゆっくりと下に降りていく。

　彼が汗を拭ってくれた首筋を滑り、私の指は白い風船のような乳房を揉みしだいた。

　乳丘が歪み淫らな形になっていく……。その弾力のある感触に、私の乳丘の頂にある芯が熱く、硬くなる。

「ふ……あぁ……ん……」

　息が弾み、私の中で生まれた官能的な熱が、指を下腹部へと追いやっていく。

　伸ばされた私の指先は、下腹部の茂みに隠されていた淫らな部分を弄る。

「ん……っ」

　茂みの中に隠されていた秘部はシャワーとは別の体液で濡れそぼっており、私の指をたやすく受け入れた。

「やだ…………は……あぁ……」

　シャワーをあてがい、その恥ずかしい体液を流そうとするも、シャワーをあてがえばあてがうほどに、中から蕩けるような蜜が溢れて止まらなくなる。

「あ……だめ…………っ」

　充血した芽に指が触れ、体がビクリと痙攣する。

　私は咽るような蒸気に包まれ、ヒクヒクと動く自分の中に指を入れた。

　止め処なく流れるシャワーが、敏感な芽に刺激を与え続ける。

「は……あぁ……はぁ……ぁん……っ！」

　思い返されるのは白い肌、彫刻のような肉体。そして、甘い笑顔の彼……。

「ふ……あぁん……っ!!」

　私は甘美な陶酔の波に襲われ、身体を震わせて絶頂を迎えた。

　流れる水とは別に、ぬるり……とした愛蜜が私の足を伝って落ちる。

　私は肩で息をしながら、壁に背中をもたせた。

「アイツが、忘れられない…………」

　私の呟きは、むなしくシャワーにかき消されていったのだった……。















四、偶然の再会




「このアングルいいな～」

　私はふと見上げた街路樹にレンズを向け、カシャリと一枚写真を撮った。

　久々のオフ。私はカメラを片手に散歩がてら、街角の写真を撮っていた。

　これが、休日を一人で過ごすときの私の主な時間の使い方だ。

「よしよし、上手く撮れたわね」

　私はデータを確認しながら、一人頷き、街を詮索していく。

　来たことのない街でも、こうして歩いていけば寂しくなんてない……。

　私はともすればボーっとしがちな思考を戻しつつ、気の向くままに曲がり角を曲がっていく。

「――――!?」

　そうして幾度目かの曲がり角を曲がった時だった。

　私の目の前に、見知った顔が……。

「アイツだ…………」

　とっさに隠れた私の目の前に現れたのは、達也君だったのだ。

　彼は一仕事終えた後なのだろうか。いつものように、その端整な顔に笑みを浮べてこちらへと向かってくる。

「あ……やば……っ」

　私はたまたま居合わせただけだというのに、なぜか焦ってしまい、隠れられる場所を探そうとキョロキョロしてしまう。

「あれ、美香さん？」

「!!」

　オタオタしている間に、見つかってしまったらしい。

　私は取り繕うような笑みを浮べて、彼を見上げた。

「あはは……こんにちは……」

　ぎこちない態度の私にも、彼は優しい笑みを向けてくれる。

「今日は仕事ですか？」

　私の持つカメラに目を向けて言う達也君。

「ううん、ただの散歩……」

「あはは。散歩にまでカメラ持って来るなんて、よっぽど好きなんですね」

　彼の爽やかな笑いに押されそうになった私は、引きつった笑みを浮べ、逃げるように背を向けた。

「じゃ、私は失礼します……」

「あ、美香さん、待って！」

　逃げるように立ち去ろうとした私の腕を、達也君がしっかりと掴んだ。

「キャッ!?」

　思わず少女のような声を上げて驚く私。彼はそんな私を見て、慌てて手を離した。

「ゴメン……あの……。この間のこと、怒ってない？」

　彼は顔の前に両手を合わせ、すまなそうに頭を下げた。

「この間のことって……？」

「ほら……えっと……キスしちゃったこと……」

「ああ……」

　彼は率直な態度で何度も頭を下げた。

「ホント……本当にごめんなさいっ。オレずっと気になってて……。どうしても謝りたかったんだ！」

「い……いいわよ、別に……。それに、私こそモデルの顔をひっぱたいちゃったりして……」

　私は彼に向き直ると頭を下げた。

「私こそ、ゴメンね」

　私の言葉に達也君は顔を上げ、満面の笑みを浮べた。

　彼の優しい瞳に、私の胸が高鳴る。

「本当に許してくれる？　あぁ……良かった!!」

「……ふふっ」

　子供のように胸をなでおろす彼を見て、私も思わず微笑んでしまった。

「ねえ……美香さん」

「え…………？」

　油断した瞬間に、達也君はまた私の腕を掴んでくる。

「お詫びにさ……ご飯行かない？　ご馳走するよ！」

「ええっ!?　い、いいわよ、そんな気を使わなくても……」

「美香さんと行きたいんだ。付き合ってよ！　近くに美味しいイタリアンのお店があるからさ、行こうよ、一緒に!!」

　彼は一方的にそう告げると、私の腕を引っ張り、強引に歩き出した。

　でもその誘い方に嫌味は無く――――。

「ちょ、ちょっと……達也君たら……」

　私は苦笑を浮べつつも、まんざらではない心境で彼について行ったのだった。
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五、結ばれる二人




「ここがウチだよー」

　私は達也君に抱きかかえられたまま、上機嫌で玄関を開けた。

　私を抱えたままだというのに、彼は嫌な顔一つせず私をリビングへと連れて行ってくれる。

　彼のお勧めイタリアンのお店はすごく美味しくて、調子に乗った私は、加減も忘れてワインをガッツリ飲んでしまったのだ。

「達也君、お酒強いねー。ふふふ……」

　ヘロヘロになって話す私に、達也君は心配そうな目を向ける。

「美香さん大丈夫？　水持ってくるよ」

　彼の優しさが、ささくれ立った心に沁みていく。

「ん…………」

　ドサリと音を立ててソファーに座った私の前に、達也君が水を差し出してくれる。

「はい、美香さん」

「あ、ありがとう……」

　少し照れながら水を飲む私の隣に座った達也君は、卓上のカメラに目を向けた。

「ねぇ、美香さん。これ……触っていい？」

「んー、いいよー」

　私の気軽な答えを待って、彼はカメラを手に取った。

　普段は撮られる側だというのに、やはりカメラを構えるその姿も様になっている……。

「へー、こんな感じなんだー」

「達也君、カメラに興味あるの？」

「ん……別に…………」

「別に……って、なによそれ」

「ただ、カメラを構えた美香さんがステキだったから……。オレもカメラ構えたら、あんな風に格好良く見えるのかな……って」

　頬を染めて言う彼の言葉に、私の胸が早鐘のように高鳴っていく。

　彼は顔を赤くした私に構うことなくカメラをいじると、レンズをこちらに向けた。

「？」

「ねぇ美香さん。写真撮っていい？」

「わ、私を!?　嫌よ……恥ずかしいし……モデルじゃないし……」

「ねぇ、美香さん……」

「……なによ」

「ここから覗いた美香さんの身体、充分キレイだよ」

「な…………っ！」

　彼の突然の甘いセリフに、とっさに言葉が出てこない私。

　顔を赤くしたまま口をパクパクさせている私に、達也君は甘えるようにお願いをしてくる。

「ねえ、美香さん。少しだけ、撮らせてよ…。ね？」

「……わ……わかった。少しだけだからね」

　そう言った私に満足げに微笑むと、達也君はカメラを構え、何度もシャッターを押す。

　カシャ……カシャ……とシャッターを押されるたびに、自分の肌が火照ってくるのを感じる。

（熱い…………）

　そう思った私は上着を脱ぎ、徐々に肌を露にしていく。

「すごくいいね……」

　そう言った彼の目線が、ファインダー越しに突き刺さってくる。

　痛いほど、肌に強く……。

（やだ……久しぶりに女としての私を……素肌の私を男の人に見られてる……）

　意識すればするほど恥ずかしくなっていくのだが、不思議なことに、堪えきれないほど身体が熱くなっていくのがわかる。

「はぁ…………」

　小さな吐息を漏らした私は、そっと達也君が持つカメラに手を伸ばした。

「え？　美香さん……？」

　キョトン……とする彼に構わずカメラを奪い、今度は逆に私がシャッターを切っていく。

「ん……いいね…」

　私はファインダー越しに彼を覗きながら、達也君に声をかけた。

「この前と同じじゃないですか」

　呆れたように笑う達也君だったが、やがて一枚……また一枚と服を脱ぐと、ライトに照らされた素肌を気にせず、別のカメラを手に取った。

「じゃあ、俺も」

　上気したムードの中、写真を取り合う私達。いつしかカメラを向け合う二人の距離は縮まり…………。

「あ…………」

　彼は私の髪に手を絡ませると、カメラを手放し、キスをした。

　ついばむように何度も唇を重ねる達也君。チュ……っと、小さな音が幾度となく部屋に響き、二人の呼吸は荒くなっていく。

　やがて彼の唇は私の首筋へと移動し、甘い痛みを残して肌を吸っていく。

「や……あぁ……っ」

　彼は、この期に及んで私の手に握られたままのカメラをじれったそうに奪い、床へ置くと、私の肩へ、そして再び唇へとキスを重ねていく。

　もどかしげに口内を犯していく彼の舌先。

　その仔犬のような様に、私の本能がくすぐられる。

「は……んん……っ」

「美香さん……オレ……もう……」

　呟いた彼は、堪えきれないとばかりに私を抱き寄せると、着ていた私の服に手をかけた。

「はぁ…………ん」

　汗ばんでいた身体に空気が触れ、ひんやりとした感触に肌が粟立つ。だが、すぐに彼の肌が密着し、私を温める。

「こっちへ……」

　私を抱きかかえた達也君は、さして広くも無い私の部屋を移動しベッドへと私を横たえる。

　下着姿となった私の肌を、達也君の指がなぞっていく……。

「やだ……恥ずかしい……」

　布越しに興奮を知られそうになった私は、思わずかすかな抵抗を見せてしまった。

　だが、彼はそんな私を愛おしげに抱きしめ、優しく耳元で呟いた。

「美香さん……キレイだ……」

　彼の胸から伝わる鼓動は、緊張しているかのように早かった。

（達也君も……緊張している？）

　そう感じた私は、自分自身の緊張がほどけていくのを感じた。

　彼も緊張しているなら……私が…………。

　そう思い、ベッドの上に倒れる彼の上にまたがると、私は達也君のスベスベとした肌に唇を当てた。

「ん……」

　小さく声を上げる達也君に、私は恍惚とした感情を覚える。

（もっと…彼の声を聞きたい……）

　私はその一心で彼の胸に口先を滑らせていく。

　ビクリ……と反応した達也君が、私の腕を掴む。

「美香さんばっかりずるいよ……」

「きゃっ」

　彼は私をベッドに引き倒すと、キスを重ねながら私の下腹部へと手を伸ばす。

　薄い下着の中に彼の暖かい指が伸びる。

「ひ……あぁ……っ」

　彼を思い、一人で触ったときとは比べ物にならないほどの刺激が、私の身体を痺れさせる。

　白く細い指先でこねるように私の蜜芯を摘んだ彼は、何度も執拗にその部分を刺激する。

「あ……やあぁっ」

　あまりの刺激に私は嗚咽を漏らすが、達也君は荒い呼吸を繰り返し、ヒクつく蜜唇に指を入れていく。

　細く長い指先で中をかき回される度に、胃のすくむような快感が私を襲う。

「も……だめ……ぇ……」

　これ以上されたら、おかしくなる……。そう思った私は彼の手を止めると、潤んだ瞳で達也君の顔を見上げた。

「じゃ……オレのを……」

「え…………う、うん……」

　少しだけ彼がイジワルそうな笑みを浮べて、私に固くなったペニスをあてがった。下肢に当たるゴリゴリとしたモノを感じ、緊張する私。

「ふ……ん…………っ」

　身を起こし、彼の下着を下ろす私。

　白く美しい彼には不似合いなほどの、無骨なソレに唇をあてがう。

「ん…………っ」

　彼の体がビクリと反応し、私の頭を手で覆う。

　口内に感じる彼自身が、張り詰めたように熱を帯びてくるのがわかる。

（やだ……私まで感じちゃう…………）

　彼の端整な顔が、快感に歪むのが視界の隅に入る。私の下腹部は、彼の荒い息使いと、その表情だけでジットリと熱くなってくる。

　私は、彼の堪えるような息遣いが聞きたくて、脈打つペニスを口に含み、舌を絡めていく。

「美香さん……っ。それ以上は……っ！」

　彼は私の肩に手を置くと、引き剥がすようにして私を止めた。

「達也君……？」

「はぁ…………美香さん上手すぎるよ……」

　彼は汗ばんだ肌を私に押し付け、ゆっくりと身体を倒していく。

　両手を絡め私を押し倒した達也君は、閉ざしていた私の両足を開いて、愛液でぐっしょりと濡れたショーツに手をかけた。

「あ……だめ…………っ」

　あまりに湿った下着がつい恥ずかしくなり、彼を止めようとして伸ばした手を、達也君はやんわりと押さえつけた。

「ふふ、こんなに気持ちよくなってたんだ……」

　彼は艶のある微笑を浮べると、湿り過ぎてモノにならない下着を脱がし、濡れそぼった淫らな肉ヒダを掻き分け、最も敏感な部分を口に含んだ。

「ひ……あぁ……やぁ……！」

　頭の芯まで突き抜けるような甘い衝撃に、私は彼の手をつかんで身体をそらせた。

　達也君は痛いほどにこわばった蜜芯を舌先で転がし、その反応を楽しんでいる。

「やぁ……ふ……んんっ」

　甘ったるい声が鼻先から漏れ、私は身をよじらせてその快感から逃れようとした。

「だめだよ…………」

　彼は小悪魔のように微笑むと、ギュ……っとその蜜芯を口先で甘噛みしたのだ。

「――――あぁっ!?」

　細い声を上げて、私は絶頂を向かえた。

　自分の中がビクビクと痙攣しているのを感じながら、私は脱力していく。

　だが、彼はまだ敏感な私の入り口に、限界まで怒張したペニスをあてがうと、その柔肉につき立てていったのだ。

「ふぁ……っ!?　だめ……ぇっ」

　絶頂に達したばかりの私の肉壁は痙攣しながら彼を迎え入れ、全身が痺れるような快感を私に送り続ける。

「ん…………気持ちいい…………よ」

　彼は白い肌に汗を滲ませ、ゆっくりと腰をグラインドしていく。

　彼の先端が探るように私の奥へと進んでいき、吸い込まれるように子宮の入り口を刺激しだす。

「は……あ……あぁっ」

　　もう、私と達也君は一つの塊になったかのように互いを求め合い、繋がりあった。

　彼の動きが早くなるにつれ、私の膣から子宮、そしてその奥へと振動が伝わってきて、激しい快感の波を生んでいく。

「も……あ……あぁんっ」

　擦られ、蹂躙されたペニスが一際強くスポットを擦る。

　その瞬間、私の意識は真っ白になり、彼を迎え入れたときのように痙攣し、気を飛ばしてしまった。

　大きく息をついて我に返ると、彼の温かく白い精が私の腹部に広がっていた。

「美香さん…………」

　息を切らせて私の名を呼んだ彼は、優しく私の頭に腕を回し囁いた。

「愛してます……」




「あ……やだ……」

「嫌いじゃないくせに……」

　ベッドで寄り添い、じゃれ合う私達。

　あれからどれくらい愛し合っただろうか……。

　獣のように互いの身体を求め合ったはずなのに、達也君は疲れを見せることなく、少年のように笑い、私を抱き寄せカメラのシャッターを切った。

「達也君、こんな所撮らないでよ……っ」

「ふふふ、これからもっと撮ろうよ、二人でさ……」

「………………」

　素肌に触れる彼の温もりは、私を包みこむように女にしていった。

　彼と私のフイルムはまだ一枚。

　これから……たくさんのフイルムが増えて………………。
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